
 

１ 知的好奇心に応える図書館 

（１）図書館利用の普及とＰＲ及び情報発信の強化 

●図書館の利用促進のために、広報媒体等を効果的に活用し、PR に努めます。 

●各図書館の広報担当者が発信する情報を一元化し、ホームページやメールマガジン等を活用して

図書館サービスについての情報発信に努めます。 

●図書館のサービスや催し物の広報活動を積極的に行い、記者発表資料などを通じて、図書館を利

用したことのない人にも図書館の情報が届くようにします。 

●図書館利用のマナーをＰＲし、誰もが気持ちよく利用できる環境作りを推進します。 

（２）幅広く計画的な資料の収集・保存 

●市民のニーズに応えるため、効果的・計画的に資料を収集・保存し、幅広い蔵書を整備します。 

●寄贈資料や除籍資料を有効活用します。 

●電子書籍サービスの充実に努めます。【新規】 

（３）地域の歴史と文化の保存 

●地域の情報拠点として行政資料・地域資料を積極的に収集します。また、地域の記録を残す活動を

支援します。   

●デジタル化した地域資料をインターネットで公開します。【新規】 

（４）ＩＣＴ（情報通信技術）を活用したサービスの充実 

●図書館ホームページのコンテンツの充実を図ります。 

●無線ＬＡＮの導入を推進し、ネットワーク環境を整備します。 

●利用者自身が迅速に貸出手続きを行えるよう、自動貸出機の導入を推進します。 

（５）文化事業の開催 

●講座・講演会・映画会・展示会等を開催し、市民の文化活動・読書活動を支援します。 

●文化事業開催時にアンケートを実施し、市民のアイデアを生かした事業を企画・開催します。 

 

 

２ 生きる力を支える図書館 

（６）あらゆる世代に向けたサービスの充実 

●読書に関する催し物等を実施し、本に親しむ機会を提供します。 

●テーマ展示を充実させ、読書の楽しみを広く伝えます。 

●児童・中高校生・社会人・高齢者等、それぞれの世代に向けた本の紹介資料を作成します。 

●乳幼児から高齢者まで、誰もが利用でき、交流の生まれる市民の広場となるよう努めます。 

（７）レファレンスサービスの充実 

●レファレンスサービス事例のデータベース化を進め、過去の質問や回答など調査に役立つ情報を提

供します。 

●パスファインダーやテーマ別ブックリストを作成するとともに、ホームページに掲載して市民に広く公

開します。 

●内部研修を実施し、また外部の専門的な職員研修に参加して調査技術の向上を図ります。 

●国立国会図書館や公立図書館、大学図書館、専門機関と連携し、高度な調査・相談にも対応しま

す。 

  



 

（８）地域の課題解決 

●まちづくり等、地域の課題となる分野に関して、市民に必要とされる資料を収集し提供します。 

●市の行政機関に対して、業務に関する資料や情報を提供します。 

（９）生活支援サービスの展開 

●ビジネス、法律、医療、健康、福祉及び子育てに関する情報の提供等、市民の暮らしに直接関わる

分野の情報提供に努め、それぞれの分野の専門機関との連携・協力を図ります。 

（10）バリアフリーサービスの充実 

●図書館の利用に障害がある方へ配慮した、資料や機器・機材の整備・充実に努めます。 

●大活字本や字幕入り・手話入りの映像資料等の所蔵リストや利用に関する情報を、障害のある方にも

ホームページ等で利用しやすいように提供します。 

●活字による読書に障害のある方のために、関係機関・団体と連携を図り、録音図書や点字図書・点訳

絵本の作製・貸出、対面朗読などを実施し、きめ細かい図書館サービスを提供します。 

●来館が困難な方への宅配サービスに関する広報活動を積極的に行います。 

（11）多文化サービスの充実 

●様々な言語や文化の情報を提供するために、外国語資料の収集に努めます。 

●ボランティアや関連機関と協働し、日本語以外を母語とする人たちにも、生活に役立つ情報を提供し

ます。 

●ボランティアと協働し、多言語でのおはなし会を実施します。 

●市民が様々な言語に気軽にふれることができるよう、外国語絵本等の展示を行います。【新規】 

（12）子ども読書活動への支援及び学校図書館との連携 

●「さいたま市子ども読書活動推進計画（第三次）」に基づき、各図書館で、子どもが読書に親しめる環

境づくりを進め、「不読者」の割合を小学生２％以下、中学生５％以下にします。 

●中学校へ実施している学級文庫用図書の貸出を小学校にも拡大します。 

●おはなし会や本に関する催し物等を実施し、本に親しむ機会を提供します。 

●子育て世代やシニア世代、保育者や教職員等を対象に読み聞かせや本に関する講座・講演会を開

催するとともに、「子どもといっしょに読書タイム」を提唱し、家庭での読書の大切さを伝えます。 

●子ども向けの読書案内や読書手帳を計画的に作成し、子どもと本をつなぐ手助けをします。 

●学校図書館支援センターによる教科関連図書の収集・貸出・レファレンス・情報提供を行います。 

●保育園・学校等を対象に読み聞かせや図書館オリエンテーション、貸出サービスを実施します。 

●市立高等学校図書館との連携を進めます。【新規】 

 

 

３ 市民とともに歩む図書館 

（13）図書館評価と市民意識の反映 

●図書館の運営状況及びサービスの評価を行い、その結果を市民に公表します。 

●図書館サービスの充実・向上を図るため、図書館の利用に関するアンケートを実施します。  

●図書館協議会を開催して市民の意見を聴き、図書館サービスを向上させます。 

  



 

（14）市民との協働 

●図書館で活動するボランティアへの支援や、ボランティアと連携した事業活動により、市民との協働を

積極的に進めます。 

●区民まつりをはじめ、地域で開催される催し物等に積極的に参加します。 

（15）関連機関（公共機関・民間機関・ＮＰＯ）との連携 

●県立図書館や県内市町村立図書館との連携を進め、相互貸借や地域資料等の分担収集・保存等

を行います。 

●国立国会図書館や公立図書館、大学図書館、専門機関との連携により、専門的調査の充実を図りま

す。 

●市の関連部局や他の教育・文化・福祉施設と連携した事業を行います。 

（16）地域の特色を生かした運営 

●サッカー、鉄道、盆栽、人形等、地域の歴史・特色に関連した資料を活用し、図書の展示や紹介等

の情報発信を行います。 

●地域に関係する団体・機関との連携・協働による事業を行います。 

４ 誰もが安心して使える図書館 

（17）親しみやすい図書館づくり 

●利用者への挨拶や、声かけで明るく親しみやすい窓口づくりに努めます。 

●利用者に、わかりやすく丁寧な応対をします。 

（18）職員の資質・能力の向上 

●人材育成を図るため、研修計画を作成し実施します。 

●職員のスキルアップのため、外部研修にも積極的に参加します。 

（19）専門的職員の配置 

●図書館サービスの向上を図るために、専門的職員の配置に努めます。 

●司書は専門性を生かし、資料・情報の提供及び紹介などを通じて、市民の高度で多様な要求に適切

に応えます。 

（20）施設・設備の充実 

●「図書館施設リフレッシュ計画」に基づき、春野図書館・岩槻東部図書館の改修を行います。 

●大宮図書館の移転に向けて準備を行います。 

●各図書館内を点検し、わかりやすい案内表示を作成する等施設のバリアフリー化に努めます。 

（21）持続的で安定した図書館の運営 

●図書館サービスの調査研究を行うため図書館専門部会を開催して、問題点や課題を整理し、計画

的で円滑な運営を行います。 

●窓口等業務委託の評価・検証を行い、図書館サービスの充実と向上に努めます。 

●広告料収入等、財源確保や経費節減の取組を継続的に行います。 

（22）危機管理体制の強化 

●「図書館危機管理対応マニュアル」を基に、利用者の安全確保のため危機管理体制を強化します。 

●防災訓練や研修を通じて職員の危機管理意識を高めます。  
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